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知床羅臼に生きる担い手の育成に向けて 
～ １０年後、２０年後、その時も知床羅臼で生き抜くために ～ 
北海道目梨郡羅臼町教育委員会 社会教育課 主事 坂本勇介 
 
1.羅臼町の社会教育 
羅臼町第７次社会教育中期計画（平成２８年度から平成３１年度） 
《重点》 ふるさと学習の推進 
《重点目標》 ふるさとの良さを発見し、ふるさとに誇りと愛着を持ち、主体的に行動でき
る人の育成。 
《重点事項》   ①社会教育推進体制の充実 
         ②未来を担う人材の発掘及び育成の推進 
         ③子育てや家庭教育の充実 
         ④心を結ぶ文化活動と図書活動の推進 
         ⑤豊かな自然を活用した野外教育の推進 
         ⑥総合型地域スポーツクラブと協働したスポーツ振興 
 
知床羅臼の自然環境をはじめ、経済や雇用、伝統文化や風土、生活場面における住民の相互扶
助精神といった、地域コミュニティ機能を未来に継承していくことなど、町民一人ひとりが、自
分の住んでいる土地をふるさととして実感できるような心の豊かさをもたらす潤いのある地域
づくりを進めることが、社会教育の役割であり、羅臼町の社会教育が目指す「ふるさと学習」の
意義であると考えています。 
2.知床羅臼の未来を担う人材の発掘と育成～知床羅臼に生きる担い手の育成に向けて 
町内唯一の高校である羅臼高校との連携強化による担い手育成の取り組み 
《第３４次羅臼高校水産教室》 
羅臼高校において３４年間取り組まれている水産教室は、次代を担う高校生を対象に、基幹産
業である漁業を中心とした地元の産業に関する知識や技術を学び、基幹産業である漁業の現状
について理解を深め、ふるさとへの愛着を深めることを目的として実施しています。講師は、羅
臼漁協青年部に所属する現役漁師や浜の母ちゃんなどが務め、７月から９月までの２か月間は
知床羅臼の海でダイビング実習がおこなわれ卒業時までにダイビングライセンスを取得できる
仕組みとなっています。 
 
（実施内容） 
・現役漁師が伝える！「ロープワーク講座」 
・先人達からの言い伝えはなぜ当たる「羅臼の気象学習」 
・鮭漁師直伝！「鮭とば作り」 
・育てる漁業を体感！「ウニ種苗センター見学」 
・郷土料理を伝える「浜の母ちゃん料理教室」 
・羅臼を支える水がある「羅臼海洋深層水学習」 
・漁師が立ち上げた企業が取り組む「ゼロエミッションを学ぶ」 
……年 30回程のプログラムのうち 9割が、地域講師陣が講師となり実施しています。 
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（羅臼高校水産教室の今後の展開） 
羅臼町において、３４年という長きに渡り受け継がれてきたこの事業は、その時代の羅臼の
漁業の状況や町の産業課題に合わせた新たなプログラムの創出、ブラッシュアップを常にお
こない、地域講師陣もそれぞれにおいて担い手を育成しながら事業の成長に繋げてきました。
現在、羅臼町の漁業は水揚げの減少がつづき、昭和６０年代には２５０億円を超える水揚げが
あったが、ここ数年は９０億円程度まで落ち込んでいます。このような背景の中、水産教室専
科生も漁業後継者として地元に残る者はわずかな状況となってきており、これまで以上に育
てる漁業への転換が進められ、求められる漁師像も変化しているなか、水産教室のプログラム
も今の羅臼の漁業にあったプログラム構築はもちろん、ブランディングやマーケティングな
どについても知床羅臼というフィールドと地域の人材から学び、漁業だけでなく、町内の観光
業や商工業でも活躍できる人材育成の視点を持ち取り組んでいく必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《羅臼高校創作料理プロジェクト》 
羅臼高校創作料理プロジェクトは、羅臼町の地域素材に目を向けて、高校生の自由な発想によ
りメニューを創出、地域素材の新たな活用方法や情報発信を通じて地域活性化を図ることを目
標に、羅臼高校における「ふるさと学習」の取り組みとしてこれまで活動し、北海道内の食品科
設置校などがあつまり開催される「高校生チャレンジグルメコンテスト」でのグランプリ受賞と
開発したレシピの商品化を目指し放課後プログラムとして展開しています。 
 
（実施内容） 
・羅臼の食材を知ろう！「鮮魚市場見学」 
・「オンリーワンのレシピづくり」イチ押しの羅臼食材でオンリーワンのレシピと心に響く商品
ストーリーを考えよう 
・プロの料理人から学ぶ「レシピの磨きあげテクニック」 
・グランプリ獲得に向けて！「町内試食会の開催」 
・お客様からの声を聞こう！「実践販売」 
・町を訪れる外国人観光客と交流しよう「インバウンド対応を実践販売から学ぶ国際交流事業」 
 
実施すべてのプログラムは地域講師陣が講師となり実施しています。 
 
（高校生チャレンジグルメコンテスト ～今年度の開発レシピ「らうすコロッと飯」でグランプ
リ受賞～） 
平成３０年１０月７日（日）に北海道音更町で開催された「第６回高校生チャレンジグルメコ
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ンテスト」に、この春豊漁に沸いた羅臼のニシンと羅臼昆布をメインに用いた創作料理「らうす
コロッと飯」で出場し、「食べやすさ」、「味へのこだわり」、「地域素材の新たな活用」などをバ
ランスよく取り入れたメニュー開発の質と、知床羅臼を PR する抜群のプレゼンテーション能力
が高く評価され、最高賞であるグランプリ（北海道知事賞）と商品企画賞を受賞しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（町の人達からの応援の形） 
羅臼高校創作料理プロジェクトは、町の人達から沢山の応援をいただき活動しています。羅臼
漁業協同組合からの食材の無償提供や羅臼町飲食業連合会からの技術指導など、沢山の町の人
達から様々な応援をいただいています。今年は加えて、町内の音楽愛好家らで結成する文化団体
に「羅臼高校創作料理プロジェクト応援ソング・応援ムービー」を制作いただき、今後はイベン
トでの販売時やメニュー提供を予定している飲食店店舗などで活用されます。 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
（羅臼高校創作料理プロジェクト商品化への道） 
羅臼高校創作料理プロジェクトのもうひとつの取り組み目標である商品化を目指し、企業と
の連携や商品化に向けた意見交換会の実施など、行政関係者や地域の人達とともに取り組んで
います。 
 
（開発レシピの町内商品化） 
自らが開発したレシピの町内での商品化を目指し、羅臼高校創作料理プロジェクトのメンバ
ーと教育委員会スタッフや産業課スタッフなどが同じ目線で商品化について考える場として、
高校生の夢を実現するための「羅臼高校創作料理プロジェクト商品化に向けた意見交換会」を実
施しています。メンバーからは、『羅臼で一番人が多く集まる道の駅周辺で販売したい！』、『外
国人観光客を意識した商品化も大切！』、『自分達でお店もデザインして、お店づくりから取り組
めたら楽しいね！』、『どうせやるなら町から世界へだよね！！』、など、単なるレシピ開発では
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なく、町の魅力を再発見するところからはじめ、町の課題や現状を地域の人達から学び、外国人
観光客が町を歩く姿も身近になったこともあり、時にはグローバルな視点も取り入れながらの
学びも提供したことからの、これまでの取り組みの成果と考えられる意見だと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（開発レシピの町外商品化） 
「第６回高校生チャレンジグルメコンテスト」において商品企画賞を受賞したレシピは、札幌
市内を中心に飲食店を経営する、㈱タフスコーポレーションの店舗においてメニュー化される
こととなっており、プロの料理人と創作料理プロジェクトメンバーによるレシピの磨きあげの
後、「らうすコロッと飯」の提供が開始されます。更には、徐々に羅臼高校創作料理プロジェク
トの取り組みが道内企業などに広がりはじめ、新商品の共同開発やパッケージデザインへのア
イデアの提供など多くの打診がきています 
 
（羅臼高校創作料理プロジェクトの今後の展開） 
 羅臼高校創作料理プロジェクトは、食材選びや調理方法、パッケージデザインや提供方法など
地域の人達が様々な形で関わり、羅臼高校生のよりよい「ふるさと学習」に繋がるよう地域連携
のもと取り組みを展開してきました。今後は、現在取り組んでいる「商品化に向けた意見交換会」
の中から出された高校生の夢の実現に向けて、町長部局や教育委員会の連携はもちろん、更なる
地域連携を進め、高校生の活動から地域の力となるよう繋げていたいと考えています。 
 
3.羅臼高校との連携による担い手育成と羅臼町のＥＳＤ 
 ここ知床で羅臼町として歩んできた長い歴史の中でわが町は、世界自然遺産に登録された豊
かな自然の恩恵を享受し、恵まれた漁場を有する中で漁業を柱とした経済活動や独自の生活文
化を営んできました。また、近年ではホエールウォッチングやバードウォッチング、産業体験な
ど、その自然の豊かさとこの町が繋いできた伝統や文化を活かしたアクティビティが国内外か
ら注目を浴び、多くの観光客に訪れていただける町となりました。厳しい自然環境の中、こうし
て今もなおこの町が発展しているのは、遠い昔この地に先祖が住み、生活文化を営んできたその
日から、知恵と工夫で常に前進し、この知床での生活の在り方を後世に伝え続けてきたからでは
ないでしょうか。 
 
 先に述べておりますとおり、羅臼町第７次社会教育中期計画に基づき、重点事項のひとつであ
る「高校生との連携を一層強化したまちづくりの担い手育成」に向けた取り組みとして、「羅臼
高校水産教室」、「羅臼高校創作料理プロジェクト」を大きな柱とし、町内唯一の高校である羅臼
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高校生をターゲットとした社会教育事業を展開してきました。 
 長い間、伝統的に受け継いできた「羅臼高校水産教室」、観光業が第２の基幹産業として成長
し町が動き出す中で誕生した「羅臼高校創作料理プロジェクト」、両事業とも支えてきたのは、
この地で生まれ育ち、その時、その時代に立ちはだかる課題と向き合い解決しながら成長してき
た地域の人材です。 
 これまで取り組んできた両事業は大きなステップアップを目指す時期を迎えています。ステ
ップアップを目指すうえで忘れてはいけない視点がこの町には人から人へ受け継がれてきまし
た。「一次産業の低迷」、「人口流出」、「少子高齢化」など、全国各地の自治体と同じ課題を持ち
ながら、当町には常に意識しなければいけない視点があります。それは「共存」です。知床羅臼
の海では、長い間この町を支えてきた漁業を営むすぐ横で観光船業が営まれています。２つの産
業には経済を潤わす一方で資源管理、野生動物への影響という言葉が付き物です。また、町民も
日々の暮らしの中でヒグマなどの大型野生動物と適正な距離を保ちながら共存しています。ど
ちらか一方を主張すればどこかが崩れる、どちらか一方が主張すれば町の発展はなくなる、そん
な状況の中で互いの課題を共有し共に生きる道をぶつがりながらも模索してきました。 
 「羅臼高校水産教室」、「羅臼高校創作料理プロジェクト」をはじめとする当町の担い手育成事
業の発展には、この「共存」を意識しながら、産業課題や環境課題、教育課題や福祉課題、この
知床羅臼に生きる者としてあらゆる課題を総合的に捉えて互いに学びあう姿勢をもった人材育
成をこれまで同様に取り組み続けることが更なる発展への基礎だと考えます。 
 
 羅臼町にとって ESD とは、知床半島を守り受け継いできたこの地の人々から伝わる、営みの歴
史そのものだと思います。 
「持続可能な社会の担い手を育てる教育・学習」という言葉はこの町が発展をしてきた中で、そ
の時、その場所、そこに集った人々で実践を通じて伝えられてきた営みの理念です。知床半島に
暮らす人々だからこそ立ちはだかる課題を総合的に捉え、「共存」を目指してきたからこそ、世
界自然遺産に登録され、そのフィールドで新たな産業や新たな担い手が誕生しています。これか
らも特別なことをするわけではなく、この町に受け継がれたすべてを担い手世代に伝え、また、
伝える側もそのことで学習し続けることが、羅臼町にとっての ESDであり、羅臼町が繋いできた
そのものこそが ESDだと自負しております。 
 
 結びになりますが、これまで述べてきた担い手育成事業が成長を遂げてきたのは、その時代の
社会教育スタッフを中心とした献身的な学びの提供と組織内における担い手育成の徹底、地域
のコーディネーターとして地域の人材を最大限活かした事業展開を伝統的に繋いできた賜物だ
と思います。社会教育行政に携わる者として、これまでの伝統をしっかりと受けつぎ、連続的且
つ継続的な学びの提供を続け、これまで経験した事のないような課題に直面することも予想さ
れる中で、１０年後、２０年後、その時も知床羅臼で生き抜ける担い手の育成に取り組んで参り
ます。 
 
 
 
 
